
令和３年度第１回 義務教育学校校舎建設検討委員会議事録（要旨） 

 

令和３年５月１０日 １９時 

山村開発センター 研修室 

 

１．開会 

 （出席者）松本佳久、後藤一則、下村敏彦、山田二郎、安達才智、小谷裕子、川

上誠之進、小川明男、遠藤和也、神庭賢一 

 （欠席者）松永浩幸、世垣光、廣瀬俊介 

      事務局：砂流誠吾、三好達也、神崎猛 

      設計業者：(株)桑本建築設計事務所 岡田部長 高田課長 

 

２．委員長あいさつ 

  ○皆さんの意見を聞きながら、これから子供たちが学ぶためのよりよい環境を

作っていきたい 

 

３．報告 

（１）現在までのまとめ 

  【資料１】建設計画図面（素案） 

  【資料２】校舎建設検討委員会の経過 

  【資料３】学校からの意見、要望等 

  【資料４】現有教室及び必要と思われる教室 

 

 ○資料により事務局から説明、現在までの意見や新たに学校から出てきた意見の

中で可能なものは設計に反映させたい。 

 ○教育課程検討委員会、開校準備委員会での決定事項の報告 

 

〈意見・質問等〉 

 ・非常口と非常階段はどのあたりに設置するか、広さがあるので複数個所必要 

  →教室の配置などに合わせて計画する 

 

協議 

（１）現在の日野中学校の使用について 

 ○跡地利用を検討する材料として、義務教育学校の使用が優先されることから、

現時点で使用が想定される施設、教室等について委員の意見を伺いたい 

 ○調理室の机は身長差があると使いずらいのではないか、中学校の調理室を使用

することが考えられるか 

 ・多目的教室の調理スペースを使用すればよいのではないか 

 ・基本的に授業で使用するのは義務教育学校の校舎ですべて賄うことを想定して

いる。授業によって現在の中学校を使用することは想定していない。ただし、

雨天の場合の体育館使用、部活動でのグラウンド、体育館、テニスコート、音

楽室などの使用は可能性があるので使用できる状態で残しておく必要がある。 

 ・根雨小保護者からは根雨小学校地内で授業や部活動などすべてをまかなってほ

しいという意見があった。 

 ・調理室や音楽室を移動や楽器の運搬をしてまで使用することは想定できない。



体育館、テニスコート、グラウンドなどは状況によって使用する可能性があ

る。 

 ・校舎を残しておく必要があるか。校舎を取り壊して町営運動公園などにするこ

とも考えられるのではないか。 

 ・基本的には現在の根雨小学校で完結するべきである。体育館とグラウンドは使

用する可能性が高いので使用できる状態にしておくべきである。 

 ・年次的に整備する可能性があるので、当面の間は併用することも考えられる 

 ○基本的に校舎は使用する可能性は低い。グラウンド、体育館、テニスコートは

部活動等で使用する可能性があるという前提で跡地利用検討を行う 

 ○サテライトオフィスなどで使用する場合、民間事業者などが出入りすることが

あるが問題ないか。 

 ・頻度にもよるが特に問題ないと思う 

 ・野田踏切を渡ってすぐにグラウンドへつながる道を整備すればよいのではない

か 

 

（２）校舎建設について 

 ○今後の方向として、今までいただいた意見を基に原案を作成し、委員の皆さん

の意見を伺いながらできるだけ早い時期に仕上げていきたい 

 

（３）その他 

 ・町営テニスコートの自転車小屋がそのまま使用できないか 

 ・旧給食センター側に自動車専用の進入路を設置して歩行者と分離してははどう

か。 

 ・学校田を職員駐車場にできないか 

 

４．その他 

（１）次回検討委員会 

  日時：令和３年  月   日（  ）   時 

  内容：①校舎建設案について 

     ②その他の施設の改修について 

     ③その他 

  

 ※具体的な案ができれば日程を調整し案内する。 

 

 

 

 


